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11月納期分から
国

民 健
康 保 険

料
の

コンビ ニ納付が始まります
1
1月
納
期
分
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

(以
下
、
コ
ン
ビ
ニ
)
で
国
民
健
康
保
険
料
の
支

払
い
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
(
バ
ー
コ
ー
ド

が
付
い
た
納
付
書
の
み
支
払
い
可
能
)
。

い
つ
で
も
納
付
出
来
ま
す

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
、郵
便
局
、

区
役
所
、
区
民
事
務
所
で
の
納
付
に

加
え
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支

払
い
は
、
時
間
や
曜
日
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
、
ま
た
、
区
外
の
コ
ン
ビ

ニ
で
も
支
払
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付
書

を
送
り
ま
す

H
月
～
3
月
納
期
分
の
バ
ー
コ
ー

ド
が
付
い
た
納
付
書
を
、
H
月
1
9日

ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。
※
1
5年
度

分
を
全
額
支
払
い
済
み
の
方
お
よ
び

口
座
振
替
の
方
に
は
国
保
だ
よ
り
の

み
を
送
付
し
ま
す

※
従
来
の
バ
ー

コ
ー
ド
無
し
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
で

は
取
り
扱
い
出
来
ま
せ
ん
。
今
ま
で

の
納
付
場
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い

保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
か
ら

の
保
険
料
と
国
や
都
か
ら
の
補
助
金

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医

療
費
の
伸
び
が
続
く
中
で
、
保
険
料

な
ど
だ
け
で
は
赤
字
の
た
め
、
区
の

一
般
予
算
か
ら
毎
年
1
0
0
億
円
を
超
え

る
お
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
皆
さ
ん

の
納
め
る
保
険
料
で
成
り
立
つ
制
度

で
す
。
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

こ
こ
が
知
り
た
い
!

コ
ン
ビ
ニ
納
付
Q
&
A

Q
納
め
忘
れ
た
国
民
健
康

保
険
料
を
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
た
い
の
で
す
が
、
バ
ー
コ
ー

ド
が
付
い
て
い
な
い
納
付
書
し
か

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

A
バ
ー
コ
ー
ド
が
付
い
た

納
付
書
を
発
行
し
ま
す
。

H
月
2
5
日
以
降
に
、
電
話
ま
た
は

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

納
付
の
際
は
、
納
め
間
違
い
の
な

い
よ
う
、
支
払
い
の
重
複
し
て
い

る
納
付
書
は
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

Q
扉
打
H
い

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
ら
れ
ま
す
か
。

A

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
コ
ン
ビ
ニ
で

呪
法
お
い
が
出
俥
る
の
は
匡
民
健

康
保
険
料

だ
け
で
す
。

コ
ン

ビ
ニ
納
付

に
関

す
る

お
問

い
合
わ
せ

は

、

こ
く

ほ
年
金
課
収
納

管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
2

社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に
該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な
ど
の

健
康
保
険
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い

方
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家

族
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、

そ
の
扶
養
家
族
と
し
て
社
会
保
険
に

加
入
出
来
る
方
は
、
切
り
替
え
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険

の
扶
養
家
族
に
な
れ
る
収
入
基
準
は

お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
す
。
(
1
)

年
間
収
入
が
1
3
0
万
円
未
満
の
方
(
2
)
6
0

歳
以
上
も
し
く
は
障
害
年
金
受
給

者
で
年
間
収
入
が
1
8
0
万
円
未
満
の
方

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
あ
だ
ち
2
1
/
人

権
・
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
/
選
挙
豆

知
識
/
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

4
・
5
面
マ
区
政
透
明
化
計
画
/
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
は
る
か
ぜ
」
第
5
弾
/
日
暮
里
・
舎
人
線

6
・
7
面
マ
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
て
る
丸

く
ん
通
信
/
掲
示
板

8
面
マ
マ
マ
納
め
て
く
だ
さ
い
区
税
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

犀411j

保
険
料
の
納
付
相
談

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な
い

の
に
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
き
被
保
険

者
証
の
返
還
を
請
求
し
、
資
格
証
を

交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
(
図
1
)

。様
々
な
事
情
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
を
分
割
し
て

支
払
う
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

図1 資格証発行の流れ
資格証が発行されると、医療費はいったん全額( 10 割) 自己負担となり、後日、一部負担金

を除いた額をこくほ年金課窓口に支給申請していただくことになります。このようにならない
ためにも、必ず指定した期日までに納めてください。

※ 1 …資格証は正式には「国民健康保険被保険者資格証明書」といい、国保の被保険者の資格を証明する書類です

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉

ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
11月11 日　
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡

例
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(親
)医
療
証
の
現
況
届
を

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
へ

(親
)現
況
届
の
提
出
期
限
が
過
ぎ
て

い
ま
す
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
1
6

年
分
の
医
療
証
が
発
行
出
来
ま
せ

ん
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

必
要
書
類
を
添
え
て
至
急
提
出
(
郵

送
可
)
し
て
く
だ
さ
い
。
9
月
2
5日

以
降
に
(親
)医
療
証
を
新
規
に
申
請
し

た
方
は
、
今
年
度
は
現
況
届
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

現
況
届
提
出
後
に
保
険
証
が
変
わ
っ

た
方
は
、
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
申
・
問
先
=
家
庭
支
援
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

双
子
の
子
育
て
講
演
会

双
子
の
良
さ
や
し
か
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
=
1
2月
1
7日
㈲
、午
前
1
0

時
3
0分
～
正
午

対
象
=
双
子
を
持

つ
親

講
師
=
進
藤
義
夫
氏
(
障
害

者
支
援
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

※
保
育
あ

り
(
1
5組
・
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

講
演
会
「
絵
本
で
子
育
て

親
育
ち

」

絵
本
の
中
に
は
子
育
て
の
ヒ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
期

か
ら
親
子
で
絵
本
に
親
し
み
ま
し
ょ

う
。
日
時
=
H
月
2
8
日
面
、
午
前
1
0

時
3
0
分
～
午
後
3
時
対
象
=
乳
幼

児
を
持
つ
親
な
ど

定
員
=
5
0
人

(先
着
順
)

※
保
育
あ
り
(
3
5人
・

先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓

口

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

「
保
育
講
習
会
」

日
時
=
H
月
2
7
日
困
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
対
象
=
区
内
在
住
で
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員
の

登
録
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
保
育
に

関
心
の
あ
る
方
内
容
=
子
ど
も
の

心
と
体
の
発
達
/
子
育
て
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
ほ
か
講
師
=
渋
谷
武
子

氏
(
I
・
S
キ
ャ
リ
ア
開
発
研
究
所

臨
床
心
理
士
)
定
員
=
5
0
人
(
先
着

順
)
申
込
=
電
話
期
限
A
H
月

2
5
日
奈
講
習
後
、
提
供
会
員
に
登

録
で
き
ま
す
(
説
明
・
登
録
手
続
き

は
、
午
後
4
時
～
4
時
4
5
分
)
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

問
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

g
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

子
育
て
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

お
母
さ
ん
の
た
め
の
講
演
会

「
い
い
か
げ
ん
(
良
い
加
減
)
」
の

子
育
て
を
し
ま
せ
ん
か
。
日
時
=

1
2
月
8
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
正
午

対
象
=
乳
幼
児
を
持
つ
母
親

講
師
=

田
熊
喜
代
巳
氏
(
臨
床
心
理
士
)

定
員
=
6
0人
(
先
着
順
)

※
保
育
あ

り
(
2
0人
・
先
着
順
)

場
・
申
・
問

先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係g

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

マ
マ
に
な
る
皆
さ
ん
、
食
生
活
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
、
料
理
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
1
1月
2
7

日
㈲
、
午
後
2
時
～
4
時

場
所
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
容
=
妊
娠

中
に
必
要
な
栄
養
の
話
/
加
工
食
品

を
k
f
に
扠
り
人
匯
た
羇
哩
芙
羽日

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0

円
(
材
料
費
)

持
ち
物
=
エ
プ
ロ

ン
こ
二
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用

具

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

讐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

子
育
て
学
習
会
な
ど
の

開
催
支
援
(
後
期
分
)

グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
考
え
た
、
子

育
て
に
関
す
る
講
演
会
や
学
習
会
な

ど
の
企
画
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ

れ
た
企
画
に
は
講
師
を
派
遣
す
る
な

ど
、
企
画
開
催
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
活
動

を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体

申

込
=
企
画
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
窓
口
へ
提
出

※
応
募
用

紙
は
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

配
布

期
限
Å
1
1
1
1

一
月
2
8
日

問
・
申

先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

日
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

痴
ほ
う
講
演
会

「専
門
医
が

語
る
痴
ほ
う
の
す
べ
て

」

日
時
=
1
2
月
1
0
日
南
、
午
後
2
時
～

4
時

内
容
=
痴
ほ
う
に
な
り
や
す

い
タ
イ
プ
ノ
前
兆
/
予
防
・
治
療
法
/

家
族
が
痴
ほ
う
に
な
っ
た
と
き
/

後
見
制
度
ほ
か

講
師
=
片
山
成
仁

氏
(
成
仁
医
院
理
事
長
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

女
性
の
た
め
心
健
康
づ
く
り
(
2
日
制
)

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
若
い

と
き
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
程

等
=
表
I

対
象
=
1
8～
3
9歳
の
区

内
在
住
の
女
性

内
容
=
健
康
チ
ェ

ッ
ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
歯

周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度
測

定
な
ど
)
/

健
康
教
室
(
保
健
、
栄

養
、歯
科
に
つ
い
て
の
相
談
)

定
員
=

各
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

表1 女性のための健康づくり日程等い
い
歯
の
日
健
ロ
セ
ミ
ナ
ー

「
も
つ
と
知
ろ
う
!

た
ば
こ

と
歯
周
病
」
(
3日
制
)

日
程
等
=
表
2

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

g
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4

表2 いい歯の日健ロセミナー日程等

※ いずれも水曜日。時間は、午後1時30分～4時

体
の
た
め
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
講
座

「
高
脂
血
症
予
防
に
チ
ャ
レ
ン

ジ

」
(
2
日
制
)

日
程
等
=
表
3

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表3 体のためのダイエット講座日程等

※ いずれも月曜日。時間は、午後　
1時30分～3時30分

男
の
健
康
大
学
(
4
日
制
)

定
年
後
の
健
康
づ
く
り
や
、「
地
域

デ
ビ
ュ
ー
(
地
域
活
動
へ
の
参
加
)
」

を
応
援
し
ま
す
。
日
程
等
=
表
4

対
象
=
区
内
在
住
の
男
性

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
調
理
実
習

費

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表4 男の健康大学日程等

※ いずれも金曜日。時間は、午後1時30分～4時

高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会
パ
ー
ト
Ⅱ

け
が
や
病
気
な
ど
で
脳
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
と
、
言
語
障
害
や
記
憶

障
害
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
者
手
帳
、

支
援
費
制
度
や
介
護
保
険
制
度
の
利

用
方
法
、
リ
(
ビ
リ
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
日
時
=
1
1
月
2
9
日
倒
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス

場
・
申
・
問
先
=
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」
自
立

生
活
支
援
室

豐
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

仕
事
お
こ
し
・
就
労
支
援
の
た
め
の

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
(
2
級
)

日
閼
=
扠
年
1
月
8
日
～
3
月
麗
日
　

(
3
0
日
間
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
所
=
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
製
靴
研
修
室

(千
住
関
屋
町
8
-
8
)

対
象
=

全
日
程
出
席
で
き
、
訪
問
介
護
員
の

資
格
を
生
か
し
て
自
ら
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
立
ち
上
げ
を
希
望
す
る
区

民

定
員
=
4
0
人
(
作
文
に
よ
る
選

考
)

費
用
=
1

万
9
千
5
0
0円

申

込
=
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送

※
申
込
用
紙
は
高
齢
サ

ー
ビ
ス
課
で
配
布

期
限
=
H
月
2
5

日
必
着

申
先
=
労
協
セ
ン
タ
ー
事

業
団

〒
1
7
0・0
0
0
5

豊
島
区
南

大
塚
2
-
3
3
-
1
0

g
(
5
9
7
8
)
2
1
8
1
T
)

問
先
=
区
こ
咼
齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢

計
画

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
5

「
あ
だ
ち
1
万
人
の
介
護
者

家
族
会
」会
員
募
集

だ
れ
も
が
よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

介
護
者
を
抱
え
る
家
族
の
悩
み
相
談

や
介
護
の
実
技
研
修
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
=
現
在
ま

た
は
近
い
将
来
、
介
護
が
必
要
な
方

と
そ
の
家
族
/
介
護
経
験
者
/
会
の

活
動
に
関
心
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、「
家

族
会
会
員
希
望
」
を
明
記

申
・
問

先
=
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢
計
画

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1
g
(
3
8
8
0
)
5
8
8
5

□
介
護
者
の
悩
み
電
話
相
談

毎
日
の
介
護
で
疲
れ
て
い
る
方
、

介
護
で
お
悩
み
の
方
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
(
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
厳

守
)
。
日
時
=
毎
週
水
曜
日
、
午
後

1
時
3
0
分
～
4
時
申
先
=
あ
だ
ち

1
万
人
の
介
護
者
家
族
会

啻
(
3
8
8
6
)
6
0
7
Q
)

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

9
月
6
日
に
「
健
康
あ
だ
ち
2
1フ

ォ
ー
フ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
精
神
障

害
者
作
業
所
の
地
域
活
動
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
作
業

所
の
方
た
ち
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ

た
」
「
地
域
で
生
活
し
て
い
く
こ
と

は
、
自
然
に
助
け
合
い
を
し
て
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

精
神
障
害
者
は
、
全
国
に
約
2
0
4万

人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
(
1
5

年
厚
生
労
働
白
書
)
。
精
神
障
害
は
、

適
切
な
治
療
や
福
祉
的
援
助
を
受
け

る
こ
と
で
、
相
当
程
度
に
回
復
が
可

能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
内
で
は
、
6
ヵ
所
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
1
2力
所
の
作
業
所
な
ど
の

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
が
あ

り
、
初
の
精
神
障
害
者
の
小
規
模
通

所
授
産
施
設
と
な
る
社
会
福
祉
法
人

「
あ
し
な
み
」も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
4
つ
の
家
族
会
で
は
、
本
人

や
家
族
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
地
域

で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
支
え
と
な

る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
会
資
源
を
大
切
に
し

な
が
ら
、「
心
の
健
康
づ
く
り
」
を
一

緒
に
考
え
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
生
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

《
足
立
保
健
所
調
整
》
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お
酒
の
問
題
を
抱
え
る
方
へ

専
門
医
を
交
え
、
グ
ル
ー
プ
で
お

酒
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
日
時
=

‥
1
1
1
1
一
月
2
5
日
・
1
2
月
1
6
日
・
1
6
年
1
月

2
7
日
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
後
2

時
3
0
分
～
4
時
対
象
=
お
酒
を
や

め
た
い
方
/

や
め
さ
せ
た
い
家
族
・

関
係
者
な
ど

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

り
ん
ご
湯
で
ゆ
っ
た
り

大
き
な
お
風
呂
で
温
泉
気
分
。
り

ん
ご
湯
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
。
6
5歳
以
上
は
2
0
0円
、
小
学
生
は
5
0

円
で
利
用
で
き
ま
す
。
日
時
=

‥‥一
月
2
3日
㈲

場
所
=
区
内
の
各
銭

湯

申
込
=
当
日
、
番
台
(
フ
ロ
ン

ト
)
で
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
(
証

明
書
は
不
要
)

問
先
=
衛
生
管
理

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

第
1
2回
綾
瀬
福
祉
園

ふ
く
ふ
く
祭
り

「
ア
ツ
キ
ヨ
」ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

や
サ
イ
ン
会
も
あ
り
ま
す
。
日
時
=
1
1

月
2
2日
倒
、
午
前
1
0時
～
午
後
2

時

内
容
=
模
擬
店
/
バ
ザ
ー
/

イ
ベ
ン
ト
/
ゲ
ー
ム
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
綾

瀬
福
祉
園
(
東
綾
瀬
I
-
2
6
-
2
)
　
　
　

啻
(
3
6
0
5
)
7
1
8
7

第

14
回
イ

ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

日
時
=
‥
H
月
2
3
日
㈱
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

場
所
=
神
明
障
害
福
祉

施
設

必
神
明
住
区
ま
つ
り
と
同
日

開
催

内
容
=
大
型
紙
芝
居
/
人
形

劇
/
ラ
イ
ブ
喫
茶
/
模
擬
店
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

障
害
福
祉
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

神
明
障
害
福
祉
施
設

啻
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

リ
ユ
ー
ス
の
ス
ス
メ
　
あ
だ
ち

再
生
館
不
用
品
情
報
コ
ー
ナ
ー

リ
ユ
ー
ス
と
は
再
利
用
を
意
味
し

ま
す
。
「
も
う
使
わ
な
い
ベ
ビ
ー
カ

ー
を
ゆ
ず
り
た
い
」
「
2
段
ベ
ッ
ド

を
格
安
で
ゆ
ず
っ
て
欲
し
い
」な
ど

、

「
ま
だ
ま
だ
使
え
る
品
物

」
を
生
か

せ
る
の
が
あ
だ
ち
再
生
館
の

「
ゆ
ず

り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
コ
ー

ナ
ー
」
で
す

。
対
象
=

区
内
在
住
・

在
勤
で
1
8
歳
以
上
の
方

掲
示
で
き

る
も
の
=

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
生

活
用
品

※
医
薬
品
、
貴
金
属

、
金

券
類
な
ど
は
不
可

利
用
方
法
=

窓

口
で
指
定
の
用
紙
に
記
入

。
譲
渡
は

掲
示
者
同
志
が
直
接
交
渉

情
報
の

閲
覧
=

あ
だ
ち
再
生
館
内
掲
示
板
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
出
期
間
=
2

ヵ
月

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

あ
だ

ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

跚
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
4徒
O
c
n
.
n
e
.
j
p
/
a
r
c
.
o
r
g
/

不
法
投
棄
防
止
の
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
中

1
0月
1
日
よ
I
資
源
有
効
利
用
促

進
法
に
基
づ
き
、
家
庭
で
不
要
に
な

っ
た
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

メ
ー
カ
ー
な
ど
が
回
収
・
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
不
法
投

棄
を
防
止
す
る
た
め
、
‥
1
1
月
7
日
か

ら
区
内
全
域
に
お
い
て
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、

最
寄
り
の
警
察
署
、
清
掃
課
、
ま
た

は
足
立
東
・
西
清
掃
事
務
所
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問

先
=
清
掃
課
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
Q

徒
W

足
立
東
清
掃
事
務
所

啻
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

啻
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

人
権
・
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

障
害
者
の人

権
問
題

障
害
が
あ
る
人
も
、
な
い
人
も
社

会
の
一
員
と
し
て
、
互
い
に
尊
重
し
、

支
え
合
い
な
が
ら
、地
域
の
中
で
共
に

生
活
す
る
社
会
が
当
た
り
前
の
社
会

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
社
会
の
中
で
障
害

者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
が
、
今
だ

に
存
在
し
ま
す
。
就
職
や
入
居
に
際

し
て
の
差
別
、
精
神
障
害
や
知
的
障

害
を
理
由
と
し
た
偏
見
や
差
別
を
助

長
す
る
よ
う
な
行
為
な
ど
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
(
障
害
者
な
ど
が
、

地
域
で
普
通
の
生
活
を
営
む
こ
と
を

当
然
と
す
る
考
え
)
の
理
念
の
も
と

に
、
道
路
の
段
差
解
消
や
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
障
害
者
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
の
意
識
が
心
の
障
壁
(
バ
リ

ア
)
と
し
て
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
障

害
者
に
対
し
て
、
さ
ら
に
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。4

月
、
区
の
障
害
者
の
た
め
の
拠

点
と
し
て
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ

し
す
と
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支

援
や
雇
用
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
障

害
者
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
区
で
は
、
各
種
機
関
・
団

体
な
ど
と
協
働
し
な
が
ら
障
害
者
の

権
利
擁
護
、
相
談
・
支
援
体
制
な
ど

を
充
実
さ
せ
、
障
害
の
あ
る
な
し
に

関
わ
ら
ず
、人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

共
生
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。《

人
権
・
同
和
係
》

募
集
し
ま

す

□

介

護
保

険
給

付
調

査
員
(

非

常

勤

職
員
)

対
象
=

介

護
支

援
専

門
員

の
資

格
を

有
す

る
方

勤

務
内

容
=

介
護

保
険

給
付

適
正
化

に
係

る
訪
問

調
査

な

ど

勤
務

条
件
=

週
3
0
時

問

雇
用

期
間
=
1
6

年
1

月
～
3

月
(

成
績

考

慮

の

上

、更

新
可
)

報

酬
=

月
額
2
0
万

円

募
集

人
員
=

若
干

名

選

考
=

面

接

ほ
か

申

込
=

自

筆
履

歴

書
(

写
真

添
付
)

を

持
参

期

限
=

‥
1
1
1
1

一
月
2
5
日

申

・
問
先
=

介

護
保

険
課

保
険

給
付

係

一一
J
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

□

図

書
館

専
門

員
(

一
般

非
常

勤
)

対
象
=

昭
和
2
2
年
以

降
に

生
ま

れ
た

方
で

、
司
書

ま

た

は
司

書

補

の
資

格

を
持

ち

、
土

・
日

・
祝
日

、
夜

間
勤

務

の
可
能

な
方

勤

務
内

容
=

図
書

館
業

務
全

般

勤
務

条
件
=

週
3
0
時

間

報
酬
=
1
8

万
7

千
円

程
度

募

集
人

員
=

若
干

名

選
考
=

筆
記
/

適
性
/

面

接

採
用

予
定

日
=
1
6

年
4

月
1

日
以

降

応
募

説

明
会
=

▽

日
時
…
H

月
3
0
日

㈲

、
午

後
2

時

▽
場

所
・
:
学

び
ピ

ア
2
1

※
履

歴
書

持
参

一
次
試

験
=
1
2

月
1
4
日

㈲

問
先
=

中

央
図

書
館

管
理

調
整

係

豐
(
5
8
1
3
)
3
7
4
Q
v

褪h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
徒
一
一
b
.
a
d
a
c
h
i
.

T
O
K
y
〇
一
一
'
)
`

□

健

康
学

園
保

育
職

員
(

非
常

勤
)

対
象
=
2
0

歳
以

上
6
5
歳
以
下

で

、
保

育
士
、
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
教
諭
、

看
護
師
、
保
健
師
な
ど
の
有
資
格
者

勤
務
内
容
=
ぜ
ん
息
・
肥
満
な
ど
の

小
学
3～
6
年
生
の
児
童
の
保
育
・

指
導

勤
務
場
所
=

区
立
上
総
湊
健

康
学
園

勤
務
条
件
=

給
与
月
額
1
9

万
8

千
円
/
1

日
7

時
間
勤
務
・
週
4

日
・
交
代
制
勤
務
/

深
夜
・
宿
直

勤
務
あ
り
/

有
休
・
社
保
あ
り

募

集
人
員
=
3

人

選
考
=

書
類
選

考
・
面
接

※
日
程
は
後
日
通
知

申
込
=

自
筆
の
履
歴
書
(
A
4

・
写

真
添
付
)

と
返
信
用
封
筒
(
8
0
円
切

手
を
張
っ
た
も
の
)
を
郵
送

期
限
=
1
9

一
月
5

日
必
着

申
・
問
先
=

上

総
湊
健
康
学
園

〒
2
9
9・
1
6
0
7

千
葉
県
富
津
市
湊
7
7
3

啻
0
4
3
9
(
6
7
)
0
0

乙

□
東
京
2
3
区
の
区
立
幼
稚
園
妊
娠
出

産
休
暇
・
育
児
休
業
補
助
教
員
採
用

候
補
者

資
格
=

幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
を

現
に
有
し
、
国
・
公
・
私
立
幼
稚
園

の
正
規
任
用
教
員
と
し
て
1

年
以
上

の
経
験
が
あ
り
、
昭
和
1
8
年
4

月
2

日
以
降
に
出
生
し
た
方

申
込
=
1
2

月
1

日
・
2
日
に
所
定
の
書
類
(

募

集
案
内
参
照
)

を
本
人
が
東
京
区
政

会
館
本
館
に
持
参

※
更
新
者
で
過

去
5

年
間
に
勤
務
実
績
が
あ
る
場
合

は
郵
送
可
(
H

月
2
5
日
消
印
有
効
)

募
集
案
内
の
配
布
場
所
・
問
先
=

特

別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委

員
会
事
務
局

啻
(
5
2
1
0
)
9
7
5
1

区
教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7

り″』

野鳥モニタ一調査員活動中
区内在住の野鳥モニターが毎年、野鳥の生息調査を行っ

ています。15年度は、35人の野鳥モニターが、区内40ヵ所を
継続調査しています。
□ 14年度は、75種類の野鳥を確認
14年度は34人のモニターが、75種類、54, 093羽を確認し、種

類は、調査開始以来最多となりました。このうち、8種類が
新たに確認され、16種類が区内で繁殖していることも確認
出来ました。 初確認した種類= ハジロカイツブリ/ クイ
ナ/ ダイゼン/ タゲリ/ アマツバメ/ ルリビタキ/ アトリ/ ベ
ニマシコ 繁殖が確認された種類= ゴイサギ/ コサギ/ ア
オサギ/ カルガモ/ バン/ キジバト/ ツバメ/ ハクセキレイ/
ヒヨドリ/ シジュウカラ/ カワラヒワ/ スズメ/ ムクドリ/ オナ
ガ/ ハシボソガラス/ ハシブトガラス
□ 足立区野鳥ミニ図鑑「とりまっぷ」を配布しています
区内で見られる野鳥をイラストで紹介したガイドブックを

無料配布しています。 配布場所= 水と緑の課/ 生物園/ 都
市農業公園/ 荒川ビジターセンター

▲ ゴイサギ…留鳥。カラ
スくらいの大きさで、
水辺や木の上などで　
見つけることが出来　
る

・ ヒドリガモ… 冬鳥。ガラスよ
り少し小さい。オスは黄色み
がかった額と茶色の頭、メス
はほかのカモのメスより体　
が赤っぽい

▲ 野鳥ミニ図鑑「とり
まっぷ」

▲ ジョウビタキ…冬鳥。オス
は頭が白色、腹がオレンジ
色で、つばさに白点がある。
庭や公園などでも見ること
が出来る問先= 水と緑の課事業推進7?3838- 8126

選
挙
豆
知
識

投
票
用
紙
の
行
方

皆
さ
ん
が
投
票
し
た
投
票
用
紙
は

開
票
が
終
了
し
た
後
、
ど
う
な
る
の

で
し
よ
つヽ
。

投
票
用
紙
は
、
公
職
選
挙
法
第
7
1

条
(
投
票
、
投
票
録
及
び
開
票
録
の

保
存
)
に
よ
り
、
各
区
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員

ま
た
は
長
の
任
期
の
間
、
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

開
票
所
で
集
計
が
終
了
し
た
投
票

用
紙
は
、
た
だ
ち
に
保
存
箱
に
こ
ん

包
・
封
印
さ
れ
、
議
員
や
長
の
任
期

が
終
わ
る
ま
で
倉
庫
で
厳
重
に
保
管

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
保
存
期
間
が
過

ぎ
た
も
の
か
ら
溶
解
し
、
処
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
《
選
挙
管
理
委
員
会
》

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
第
4
回

安
全
は

あ
な
た
の
自
覚
周
り
の
目

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

区
生
活
安
全
推
進
協
議
会
で
は
、

区
や
町
会
・
自
治
会
、
商
店
会
な
ど

へ
働
き
か
け
を
行
い
、
毎
月
2
0日
に

警
察
署
と
協
力
し
て
「
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

9
月
2
0日
に
初
め
て
行
っ
た
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
台
風
が
迫
る
雨

の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
2
4の
町
会
・

自
治
会
、
合
わ
せ
て
3
5
4
人
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
犯
罪
の
抑

止
は
も
ち
ろ
ん
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
?
ユ
忌
識

を
育
て
る
と
同
時
に
、
安
全
に
無
関

心
な
人
へ
の
呼
び
か
け
に
も
な
り
ま

す
。
泥
棒
は
ま
ち
の
雰
囲
気
に
敏
感

で
す
。
防
犯
意
識
が
強
い
ま
ち
で
は

泥
棒
に
入
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
そ

う
で
す
。

区
民
一
人
ひ
と
り
が
治
安
の
問
題

を
人
任
せ
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分

自
身
や
地
域
の
こ
と
と
し
て
認
識

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
行

う
こ
と
が
、
安
全
で
住
み
よ
い
地
域

社
会
の
実
現
に
っ
な
が
り
ま
す
。

《
地
域
活
動
支
援
係
》
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足立区は
実行します

区 政 透
明

化

計
画

透明化から構造改革戦略の実現、そして区民との協働に向けて
全
国
卜ッ
プ
レ
ベ
ル
の
区
政
透
明
度
を
め
ざ
し
て

1
4年
6
月
に
策
定
し
た
「
足
立
区
の
構
造
改
革
戦
略
」で
は
、「
自
己
進
化
す
る
自
治

体
」
の
構
築
に
向
け
、「区
民
の
参
加
と
協
働
の
働
き
か
け
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

協
働
を
よ
り
一
層
進
め
る
に
は
、区
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
の
共
有
が
不
可
欠
で
す
。

区
は
構
造
改
革
戦
略
に
示
す
多
く
の
施
策
や
項
目
を
達
成
す
る
た
め
、全
国
で
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
区
政
透
明
度
を
め
ざ
し
ま
す
。

『
足
立
区
政
透
明
化
計
画
』

と
は

区
で
は
、
1
4年
6
月
に
区
の
行
財
政
改
革
を

進
め
る
た
め
「
足
立
区
の
構
造
改
革
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
構
造
改
革
戦
略
で
は
、

「
自
己
進
化
す
る
自
治
体
」
の
構
築
に
向
け
、

「
自
律
型
組
織
へ
の
転
換
」
と
「
区
民
の
参
加

と
協
働
の
働
き
か
け
」を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

構
造
改
革
戦
略
に
示
さ
れ
た
多
く
の
施
策
や
項

目
を
達
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
区
民
と
の
協

働
(
コ
ラ
ボ
レ
ー
ン
ヨ
ン
)
が
大
前
提
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
共
有

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
区
民
の
参
加
と
協
働
の
働
き
か
け
」を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
情

報
公
開
や
情
報
の
共
有
化
が
大
切
で
す
。

こ
の
「
足
立
区
政
透
明
化
計
画
」
は
構
造
改

革
戦
略
と
一
体
と
な
っ
て
、
区
政
運
営
の
変
革

を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
区
民
と
の
協
働
を
実

現
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

『
足
立

区
政

透

明
化

計
画

』

の
基

本

視
点

こ
の
計
画
の
基
本
視
点
は
、次
の
4
点
で
す
。

□
「
請
求
・
要
求
」
前
提
の
情
報
公
開
か
ら
、

積
極
的
提
供
を
基
本
姿
勢
と
し
た
「
攻
め
の

情
報
公
表
」
へ

□
制
度
・
運
用
面
(
基
盤
整
備
)
に
お
け
る
I
　

層
の
充
実

□
「
結
果
情
報
の
み
の
公
開
」
か
ら
「
過
程
情

報
も
含
め
た
公
表
」
へ

□
第
三
者
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
と
苦
情
・

救
済
面
で
の
十
分
な
対
応

「
足
立
区
政
透
明
化
計
画
」の
計
画
期
間
は
1
5

～
1
7年
度
の
3
ヵ
年
と
し
、最
終
的
に
は
「
(仮

称
)
自
治
基
本
条
例
」と
し
て
再
構
築
し
ま
す
。

計
画
は
、
1
0本
の
施
策
か
ら
な
っ
て
い
ま
す

(図
1
)
。

実
際
に
動
き
出
し
て
い
ま
す

7
月
か
ら
始
ま
っ
た
基
本
構
想
審
議
会
は
、

傍
聴
や
議
事
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど
を

行
い
、
全
面
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
苦
情

審
査
制
度
と
し
て
は
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
等

解
決
委
員
会
」
を
設
け
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
か
ら
の
苦
情
を
解
決
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
9

月
か
ら
は
「
公
有
財
産
の
活
用
構
想
」
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
第
1
号
と
し
て
適

用
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
ほ
か
の
施
策
に
導
入

し
て
い
き
ま
す
。

図1 足立区透明化計画の10本の施策

( 仮 称) 自 治 基 本 条 例
下記9 本の施策を取りまとめて、区政透明化および協
働の取り組みを制度的に保障するため、「( 仮称) 自治
基本条例」を制定します。

情
報
提
供
の
多
様
化

求
め
ら
れ
る
前
に
積
極
的
な
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。
速
や
か
な
情
報
提
供
を

進
め
る
と
と
も
に
、
過
程
情
報
も
含
め

た
情
報
の
公
開
を
進
め
ま
す
。

附
属
機
関
の
会
議
公
開

区
の
審
議
会
な
ど
の
議
事
録
に
つ
い
て

は
、
原
則
公
開
と
し
ま
す
。
傍
聴
に
つ

い
て
も
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
に
支
障

が
な
い
限
り
認
め
て
い
き
ま
す
。

外
郭
団
体
の
情
報
公
開

公
社
な
ど
の
外
郭
団
体
に
対
し
て
、
開

示
範
囲
を
一
層
拡
大
す
る
こ
と
を
働
き

か
け
ま
す
。

苦

情

審

査

制

度

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
と
も
呼
ば
れ

る
苦
情
審
査
制
度
に
つ
い
て
、
ほ
か
の

分
野
に
も
広
げ
る
と
共
に
、
総
合
型
苦

情
審
査
制
度
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

監
査
委
員
制
度
・
外
部
監
査
制
度

監
査
の
独
立
性
・
専
門
性
を
確
保
す
る
と
共
に
、
第
三
者
機
関

と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、外
部
監
査

制
度
を
導
入
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

区
の
基
冰
的
な
施
策
な
ど
を
策
定
す
る

過
程
で
、区
民
だ
れ
も
が
意
見
を
述
べ

ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
と
共
に
、
そ
れ

に
対
す
る
区
の
考
え
方
を
公
表
し
て
い

き
ま
す
。

入

札

制

度

改

革

1
0月
か
ら
行
っ
て
い
る
郵
便
入
札
に
あ
わ

せ
て
、予
定
価
格
を
事
前
公
表
し
ま
す
。
1
7

年
度
の
電
子
入
札
制
度
導
入
に
よ

り
、入
札
情
報
の
透
明
性
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

行

政

評

価

制

度

1
2年
度
か
ら
行
政
評
価
制
度
を
試
行
し

て
き
ま
し
た
が
、
1
7年
度
の
行
政
評
価

制
度
の
本
格
実
施
に
向
け
て
、制
度
を

見
直
し
て
い
き
ま
す
。

情

報

共

有

の

充

実

区
民
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
組

織
間
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
情
報
の
有

効
活
用
を
進
め
ま
す
。

区
政
透
明
化
計
画
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

政
策
課

日
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

コミュニティバス　「はる かぜ」
第5 弾・運行開始

北千住駅西側地域循環コース

10月1 囗から運行を開始しました。小回りがきく小型バス( 37 人乗り、リ
フト付き) で、約5. l kmを矢印のとおり約30分で循環します。地域のコミュニ
ティ育成に役立つと共に、車いすの方も利用出来る、便利で快適なバスです。
運賃= ▽ 大人… 200円 ▽ 小学生… 100円 ※ シルバーパスが利用出来、身障
者割引などがあります 停留所=13 ヵ所( 主な停留所…北千住駅西口/ 足立

市場入口/ 千住大橋駅/ 千住緑町三丁目/ 勝楽堂病院前/ 学びピア前) 運
行本数=1 時間あたり4 本程度 問先= ㈱新日本観光自動車

05691- 3783
□ 足立区のコミュニテイバス
事業の方法は、区が走行環境などの整備を行い、バス事業者が独自に運行

しています。現在、このほかに4 つのコースがあります。

( 1) 綾瀬駅東口～足立区役所～西新井駅東口( 12年4月開通)
( 2) 綾瀬駅～六ツ木都住( 14年1月開通)
( 3) 西新井駅西口～七曲～舎人団地( 15年7月開通)
( 4) 鹿浜都市農業公園～西新井駅東口～梅島駅～足立区役所( 15年9月開通)
問先= 交通計画係03880 ―5936

北千住駅西口発

勝楽堂病院前発

1
6年
4
月
オ
ー
プ
ン

「
区
立
お
お
や
だ
幼
保
園
」園
児
募
集

保
育
園
と
幼
稚
園
が
融
合
し
た
新

し
い
施
設
「
区
立
お
お
や
た
幼
保
園
」

が
1
6年
4
月
に
開
園
す
る
の
に
伴

い
、
4
・
5
歳
の
園
児
を
募
集
し
ま

す
。
I
歳
児
か
ら
3
歳
児
は
、
認
可

保
育
園
の
募
集
基
準
に
よ
り
、
認
可

保
育
園
と
同
時
に
募
集
し
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
先
は
保
育
課
で
す
。

□
募
集
概
要

対
象
=
区
内
在
住
の
、
▽
4
歳
児
…

H
年
4
月
2
日
～
1
2
年
4
月
1
日
生

ま
れ
▽
5
歳
児
・
:
1
0
年
4
月
2
日
～

1
1
年
4
月
1
日
生
ま
れ
募
集
人

数
=
▽
4
歳
児
:
3
2
人
▽
5
歳
児

・
:
若
千
名
※
障
害
が
あ
る
幼
児
は

原
則
と
し
て
2
人
ま
で
保
育
時
間

=
次
の
3
種
類
か
ら
選
べ
ま
す
。

(
1
)
短
時
間
(
給
食
あ
り
)
・
:
午
前
9

時
～
午
後
2
時
(
2
)
中
時
間
(
給
食
・

お
や
つ
あ
り
)
…
午
前
9
時
～
午
後

4
時
(
3
)長
時
間
(
給
食
・
お
や
つ

あ
り
)
…
午
前
7
時
3
0分
～
午
後
6

時
3
0
分

※
長
時
間
保
育
は
、
保
護

者
の
方
が
保
育
に
欠
け
る
状
態
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
で
す

□
申
込
受
け
付
け

日
時
=
H
月
1
7
日
㈲
・
1
8
日
内
、午

後
1
時
3
0
分
～
6
時
場
所
=
区
立

大
谷
田
幼
稚
園
仮
教
室
(
大
谷
田
2
-

I
-
1
0
中
川
東
小
学
校
内
)
募

集
要
項
・
申
込
用
紙
配
付
=

各
区
立

幼
稚
園
、
区
民
事
務
所

、
児
童
館

、

住
区
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
・
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
、
幼
児
教
育
振
興
室
で
1
1

月
1
0
日
か
ら
配
布

※
各
区
立
幼

稚
園
で
の
配
布
は
午
前
9

時
～
午
後
4

時
(

土
・
日
曜
日
を
除
く
)

選
考
=

▽
第
1

次
・
:一
H
月
2
0徒日
困

、
大
谷

田
幼
稚
園
仮
教
室
で
行
い
ま
す

い
ず
れ
も
ト
ト

問
先
=

幼
児
教
育
振
興
室

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
3

大
谷
田
幼
稚
園

日
(
3
6
2
0
)
7
5
9
1

1
5年
度

「
人
権
の
つ
ど
い
」

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う

〝
人
権
の
大
切
さ
〟

日
時
=
1
2
月
1
5
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
人
権
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
(
小
・
中
学
生
)
/

足
立
区
人
権
尊
重
校
の
活
動
紹
介

(本
木
東
小
学
校
)
/
講
演
「
拉
致

被
害
者
・
ご
家
族
の
方
々
と
と
も
に
」

(中
山
恭
子
氏
・
内
閣
官
房
参
与
)

※
当
日
は
手
話
通
訳
あ
り

定
員
=
3
5
0

人
(
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
)

申
込
=
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は

氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
人
数
を
明
記

申
・
問
先
=
人
権
・
同
和
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
n
冫

▲ 中山恭子氏　(
内閣官房参与)

好

評
販
売
中

地
図
や
足
立
風
土
記

「
予
算
書
」「
決
算
書
」
や
「
区
議

会
議
事
録
」
な
ど
、
区
で
は
様
々
な

資
料
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
の
1
4
0点ほ
ど
は
有
償
刊
行
物
と
し

て
販
売
も
し
て
い
ま
す
(
表
1
)
。

た
と
え
ば
「
足
立
風
土
記
」
や
絵

葉
書
「
収
蔵
浮
世
絵
選
集
」
は
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
数
字
で
見
る
足
立
」
は
、
人
口
や

面
積
、
年
間
の
ご
み
処
理
量
や
公
園

の
数
、
都
営
や
区
営
の
住
宅
戸
数
な

ど
、
区
の
現
状
を
知
る
の
に
便
利
な

一
冊
で
す
。
区
政
や
歴
史
に
関
す
る

本
、白
図
や
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
な
ど
を
、

碁
ら
し
や
楽
し
み
、
仕
事
や
課
題
研

咒
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
政
情
報
室
で
は
、
区
や

他
の
自
治
体
の
刊
行
物
、
白
書
、
事

典
、
統
計
、
法
令
な
ど
の
資
料
を
だ

れ
で
も
閲
覧
出
来
ま
す
。
ま
た
、
I

人
3
冊
ま
で
、
2
週
間
以
内
の
貸
し

出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
資
料
の
貸

し
出
し
を
希
望
す
る
場
合
は
「
足
立

区
立
図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド
」
ま
た

は
「
住
所
・
氏
名
の
確
認
出
来
る
も

の
」を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

区
政
情
報
室

晋
(
3
8
8
0
)
5
8
3
0

表1 有償刊行物の一例新
交通

シ
ステ
ム
!

日
暮
里
・
舎
入
線

区
内
は
全
区
間
で

工
事
着
手

工
業
用
水
道
管
の
移
設
工
事
に
よ

り
、
区
内
で
唯
一
日
暮
里
・
舎
人
線

の
工
事
に
着
手
出
来
な
か
っ
た
(
仮

称
)
高
野
駅
、
(
仮
称
)
江
北
駅
周
辺

の
基
礎
工
事
が
契
約
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
発
注
に
よ
り
、
区
内
で

は
全
区
間
で
工
事
が
着
手
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
荒
川
区
内
の
未
着
手
区
間

も
都
で
は
1
5年
度
内
に
発
注
を
完
了

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

駅
舎
の
工
事
も
近
々
発
注
さ
れ
る

予
定
で
、
日
暮
里
・
舎
人
線
は
1
9年

度
の
開
業
に
向
け
て
着
実
に
前
進
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
日
暮
里
・
舎
人
線
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
重
要
な
役
割
を
持
つ

尾
久
橋
通
り
に
つ
な
が
る
都
市
計
画

道
路
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。
1
0

月
1
3日
に
は
補
助
9
1
-
線
、
補
助
2
5
1

号
線
の
一
部
が
開
通
し
ま
し
た
(
図
2
)

。環
状
七
―
線
以
南
の
区
西
部
地

域
は
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
が
遅

れ
て
い
ま
す
が
、
(仮
称
)
扇
大
橋
北

駅
へ
の
経
路
が
ひ
と
つ
確
保
さ
れ
ま

し
た
。《

日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
係
》

図2 環状七号線以南の道路状況
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納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
支
払
い

は
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
区
内
の
各
金
融
機

関
・
郵
便
局
に
あ
り
ま
す
。
通
帳
と

通
帳
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
課
収
納
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
Q
)

こ
く
ほ
年
金
課
収
納
管
理
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
4
2

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

保
険
料
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保

険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料
は
「
社
会

保
険
料
控
除
」
の
対
象
に
な
り
、
所

得
税
と
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

領
収
書
、
あ
る
い
は
口
座
振
替
を

利
用
し
て
い
る
方
は
通
帳
に
記
帳
さ

れ
た
領
収
日
と
金
額
を
確
認
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

1
5年
中
に
支
払
っ
た
分
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
領
収
書
を
添
付
し
な
く

て
も
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
す
。
問

先
=
▽
国
民
健
康
保
険
料
…
こ
く
ほ

年
金
課
庶
務
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

▽
国
民
年
金
保
険
料
…
年
金
適
用
係
　
　
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
`
j

▽
介
護
保
険
料
・
:介
護
保
険
課
収
納

管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

健
康
保
険
の
種
類
か
変
わ
っ
た

ら
必
ず
医
療
機
関
に
連
絡
を

足
立
区
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
方
が
、
勤
務
先
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
り
、区
外
へ
転
出
し

た
場
合
は
、
区
の
国
民
健
康
保
険
の

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。
手
元
に
保

険
証
が
残
っ
て
い
て
も
使
え
ま
せ

ん
。
新
し
い
保
険
に
加
入
し
た
こ
と

を
病
院
に
連
絡
し
、区
の
国
民
健
康

保
険
証
は
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
ま
ま
使
用
し
た
場
合
は
、
区
が
負

担
し
た
医
療
費
を
後
日
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
に
加
入
し
、
新
し
い
保

険
証
が
ま
だ
交
付
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
勤
務
先
で
資
格
証
明
書
な
ど

の
交
付
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
給
付
審
査
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1
n

介
護
保
険
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
か
れ

て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
戸

籍
の
死
亡
届
と
は
別
に
、
社
会
保
険

事
務
所
な
ど
に
も
死
亡
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
け
出
は
必
ず
相
続
す

る
遺
族
の
方
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

納
め
過
ぎ
た
保
険
料
が
あ
る
場
合

は
、
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
へ
届
け

出
て
か
ら
2
～
3
ヵ
月
後
に
、
区
か

ら
遺
族
の
方
に
必
要
な
書
類
を
送
付

し
ま
す
。
問
先
=
介
護
保
険
課
収

納
管
理
係啻

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

要
介
護
者
の
情
報
を
、消
防
署
へ

提
供
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す

東
京
消
防
庁
か
ら
の
依
頼
で
、
災

害
時
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
援

護
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
の
情
報

を
、
区
内
の
各
消
防
署
に
提
供
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
個

人
情
報
は
、
災
害
時
の
保
護
の
た
め

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
意
見
や
質
問
の
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
対
象
=
6
5

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
介
護

保
険
で
要
介
護
4
・
5
の
認
定
を
受

け
た
方

提
供
内
容
=
住
所
、氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日

問
先
=
介
護
認

定
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
5
6

年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

将
来
、
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
よ
う
に
、
表
I
に
該
当
す
る
方
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
加
入
や
転
入
な
ど
の
届
け

出
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
・

確
認
が
必
要
で
す
。
必
ず
、
年
金
手

帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
先
=
年

金
適
用
係
ま
た
は
各
区
民
事
務
所

問
先
=
年
金
適
用
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
4
`
j

□
住
所
を
変
え
た
と
き
は
届
け
出
を

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
住

所
を
変
更
し
た
と
き
は
、「
年
金
受
給

権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
(
(

ガ
キ
形
式
)
を
社
会
保
険
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
支
払

金
融
機
関
の
変
更
も
で
き
ま
す
。
こ

の
届
け
出
が
な
い
と
、
年
金
関
係
の

書
類
が
届
か
な
く
な
り
ま
す
。
届
け

出
用
紙
は
社
会
保
険
事
務
所
、
区
・

こ
く
ほ
年
金
課
、
各
区
民
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。
問
先
=
年
金
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

表1 国民年金の手続きが必要なとき

※ 14年4 月から、第3 号被保険者関係の届け出が、配偶者の勤務する事業所の事業
主を経由して提出する方法に変わりました

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設
は
、
国

民
年
金
の
加
入
者
や
受
給
者
お
よ
び

そ
の
家
族
の
保
養
や
健
康
づ
く
り
な

ど
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
国
民
年
金
福
祉
施
設
で
す
。
国
民

年
金
会
館
・
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
・

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
3
種
類
が
あ

り
、
現
在
5
9施
設
が
全
国
各
地
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、
結
婚
式
や
パ

ー
テ
ィ
ー
、
合
宿
や
研
修
な
ど
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、

こ
く
ほ
年
金
課
や
各
区
民
事
務
所
で

配
布
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ゆ

と
り
す
と
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
対

象
=
ど
な
た
で
も
可

※
国
民
年
金

の
加
入
者
・
受
給
者
は
割
安
で
利
用

で
き
ま
す

申
込
=
直
接
施
設
へ

問
先
=
年
金
適
用
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

公
団
ハ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
新
田
一

番
街
(
第
1
次
)

新
規
賃
貸
住

宅
入
居
者
募
集
(
地
元
優
遇
枠
)

優
遇
対
象
=
1
1
一
月
8
日
現
在
、
継
続

し
て
3
ヵ
月
以
上
、
区
内
在
住
・
在
勤

の
方
所
在
地
=
新
田
三
丁
目
3
6
番

1
・
3
号
募
集
戸
数
=
些
尸
住

宅
型
式
=
I
K
(
4
7
・
切
m
)
～
2
L

D
K
十
a
(
9
7
・
叨
一
吋
)
募
集
期
間

=
H
月
8
日
～
1
2
月
8
日
※
第
2

次
募
集
(
2
0
5戸)
は
、
1
6年
1
月
下

旬
か
ら
受
け
付
け
予
定

問
先
=
公

団
(
I
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(
現
地
案
内
所
)
※
募
集
期
間
中

開
設
、
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

啻
0
1
2
0
(
5
9
4
)
5
0
`
j

住
宅
計
画
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

都
営
住
宅
(
地
元
割
当
)
・
区
営

住
宅
入
居
者
募
集
(
家
族
向
け
)

募
集
・
申
込
用
紙
配
布
期
間
=
H
月

1
9
日
～
2
7
日
(
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
)

※
募
集
内
容
な
ど
く
わ
し
く

は
、「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布

場
所
=
住
宅
管
理
係
、
各
区
民
事
務

所
(
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
配
布
終

了
)

問
先
=
住
宅
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
Q

り

区
有
地
活
用
住
宅
が
完
成

2
世
代
で
住
め
る
定
期
借
地
権
付

き
建
て
売
り
住
宅
の
見
学
が
で
き
ま

す
。住
宅
性
能
評
価
を
採
用
し
た
確

か
な
造
り
と
、安
心
の
保
証
書
付
き

で
す
。日
時
=
‥
‥
‥
一
月
2
2
日
倒
・
2
3
日

㈹
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場
所

=
大
谷
田
5
-
2
8

問
先
=

住
宅
課

計
画
推
進啻

(
3
8
8
0
)
5
2
7
1

り

「
1
5年
度
環
境
づ
く
り

区
民
大
会
」講
演
会

住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の

功
労
者
の
顕
彰
と
、
自
然
環
境
保
護

を
テ
ー
マ
と
し
た
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
落
語
の
講
演
で
す
。
日
時
=
H

月
1
9日
㈲
、
午
後
3
時

場
所
=
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
▽
第
一

部
・
:表
彰
式

▽
第
二
部
・
:環
境
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
落
語
「
シ
マ
丶゙
丶゙
ズ
ー

ラ
ッ
パ
ー
の
恋
」
(
三
遊
亭
京
楽
師

匠
)

定
員
=
2
0
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
あ

し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会

事
務
局
(
地
域
支
援
課
内
)

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

素
敵
だ
ね
!

緑
い
っ
ぱ
い
あ
る

暮
ら
し
　
～
保
存
樹
木
・
樹
林
～

空
気
を
浄
化
し
、
木
陰
を
作
り
、

生
物
を
は
ぐ
く
む
樹
木
・
樹
林
。
落

ち
葉
も
貴
重
な
資
源
で
す
。区
で
は
、

貴
重
な
樹
木
・
樹
林
を
ま
ち
の
財
産

と
し
て
守
る
た
め
、
一
定
の
基
準
を

満
た
す
も
の
を
保
存
樹
木
・
樹
林
と

し
て
指
定
し
、
維
持
管
理
の
負
担
軽

減
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

小
・
中
学
校
希
望
変
更
の
受
け

付
け
お
よ
び
応
募
状
況
の
公
表

学
校
選
択
制
に
伴
う
希
望
選
択
票

の
提
出
後
、
希
望
校
を
変
更
す
る
方

か
ら
の
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
希
望
校
変
更
の
受
け
付
け

日
時
Å
1
1
1
1
一
月
1
7
日
～
2
1
日
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
場
所
=
就
学
係

□
応
募
状
況
の
公
表

日
程
=

▽
中
間
集
計
…
H
月
1
4日
面

▽
最
終
集
計
…
H
月
2
8日
面

場
所
=

▽
小
学
校
…
各
小
学
校
、幼
稚
園
、

保
育
園
、
区
民
事
務
所
、
学
務
課
ほ

か

▽
中
学
校
・
:各
小
学
校
、
中
学

校
、
区
民
事
務
所
、
学
務
課
な
ど

I

い
ず
れ
も
I

問
先
=
就
学
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
6
q
w

催
し
物
ガ
イ
ド

r定 員 に先着順'

と あるものは
11 月11 日

から受け付け

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
サ
タ
デ
ー
ピ
ッ
ク
」
参
加

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
愉
快

な
ゲ
ー
ム
で
友
達
に
な
ろ
う
。
日

時
=
1
2
月
2
0
日
倒
、
午
前
1
0
時
～
正

午

場
所
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー

対
象
=

▽
参
加
・
:小
・
中
学
生

お
よ
び
養
護
学
校
在
籍
者

▽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
:中
学
生
以
上

内
容
=

体
育
館
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

※
イ
ベ
ン
ト
中
、
保
護
者
と
離
れ
て

の
活
動
を
め
ざ
し
ま
す

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
住
所
、氏
名
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
、
学
校
・
学
年
、
性
別
、
障
害

の
有
無
、「
サ
タ
デ
ー
ピ
ッ
ク
希
望
」、

「
駐

車
場
希

望

」
(
必
要

な
方

の
み
)

を
電

話

、
フ

ァ
ク

ス

、
E

メ

ー
ル

の

い
ず

れ
か

で
連

絡

期
限
=
1
9
一
月
1
9一

日
必

着

問

先
=

学

習
推

進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0

《
hり
H
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i

徒
t
o
k
y
o
.
j
p

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
H
月
2
2日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

内
容
=
い
も
煮
を
作

っ
て
食
べ
よ
う

持
ち
物
=
い
も
煮

用
の
野
菜
1
つ

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児

童
館

啻
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

「成人の日の集い」の
開始時間を変更します

日時=1月12日前、午前11時※ 受け
付け開始は、午前10時場所=都立東
京武道館(東綾瀬3- 20- 1) 対象=
昭和58年4月2日～昭和59年4月1日
生まれの方 ※ 案内状は12月上旬に送
付します。なお、会場での飲食および
喫煙は出来ません 問先= 生涯学習課
調整係03880 ―5985

青
少
年
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
の
た
め
臨
時
休
館

し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
=
1
2
月
7
日
脚

問
先
=
青
少

年
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1
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建
部
巣
兆
の
作
品
展
と
酒
合
戦

江
戸
時
代
、千
住
を
拠
点
に
俳
句
・

書
・
絵
画
と
多
方
面
で
活
躍
し
た
建

部
巣
兆
の
作
品
を
通
し
て
千
住
の
文

化
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

H
月
1
6
日
に
は
、
文
化
1
2
年
(
1

8
1
5
年
)
に
千
住
宿
で
開
催
さ
れ

た
酒
合
戦
も
千
住
河
原
町
稲
荷
神
社

境
内
で
再
現
さ
れ
ま
す
。
日
時
=

H
月
1
5
日
～
1
7
日
、
午
前
1
0
時
～
午

後
5
時

場
所
=
千
住
宿
歴
史
プ
チ

テ
ラ
ス

問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
1
2回
常
東
地
区
音
楽
祭

千
住
常
東
地
域
の
音
楽
好
き
の
仲

間
に
よ
る
手
づ
く
り
音
楽
会
で
す
。

日
時
=
‥
H月
1
6日
㈲
、
午
後
1
時

※
開
場
は
午
後
O
時
3
0分

場
所
=

第
十
六
中
学
校

内
容
=
地
域
の
小

学
校
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ

る
吹
奏
楽
演
奏
/
本
間
有
紀
氏
に
よ

る
ピ
ア
ノ
演
奏

※
上
履
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
千
住
あ
ず

ま
住
区
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
2
)
1
2
1
Q
V

講
演
会
・
体
操

「
健
や
か
な
生
活
を
め
ざ
し
て
」

健
康
で
生
き
い
き
と
し
た
生
活
の

ヒ
ン
ト
を
伝
授
し
ま
す
。
日
時
=
1
2

月
6
日
倒
、
午
後
2
時

場
所
=

エ
ル
ーソ
フ
イ
ア

定
員
=
2
0
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議

会
事
務
局
(
地
域
支
援
課
内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5

戸り

女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

日
時
=
1
2
月
1
3
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
=
講
座
「
妻
の
ス
ト
レ
ス
・
夫

の
ス
ト
レ
ス
～
お
互
い
を
ス
ト
レ

ス
源
に
し
な
い
た
め
に
～
」
講
師

=
村
越
克
子
氏
(
フ
リ
ー
フ
イ
タ
士

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

※
保
育
あ
り
(
6

ヵ
月
以
上
就

学
前
、定
員
1
5人
)

申
・
問
先
=
男

女
参
画
プ
ラ
ザ

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

N
P
O
連
続
セ
ミ
ナ
ー

【
入
門
編
そ
の
2

】

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
N
P
O

活
動
団
体
の
方
、
N
P
O

を
研

究
し
て
い
る
学
識
者
な
ど
を
招
き
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

□
講
演
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
N
P
O
」～

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
現
在
を
考
え

る
～

日
時
=
H
月
1
9
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

講
師
=
渡
戸
一
郎
氏

(明
星
大
学
教
授
)

定
員
=
4
0人

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
講
演
「
教
育
と
N
P
O

」
～
生
涯

学
習
と
社
会
参
加
～

日
時
=
H
月
2
8日
面
、
午
後
7
時
～

9
時

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1

講
師
=

笹
井
宏
益
氏
(
国
立
教
育
政
策
研

究
所
総
括
研
究
官
)

定
員
=
4
0
人

(抽
選
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、「
セ
ミ
ナ
ー
希
望
」
を

明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
I
人

期
限
=
‥
1
1
月
1
9日
消
印
有
効

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
N
P
o

活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
(
日
・
月
・
祝
日
休
館
)

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
-
1
3
-
1
　
　
　
g
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

第
5
回
消
費
者
講
座

「
在
宅
の
限
界
と
施
設
選
び
」

一
人
暮
ら
し
に
限
界
を
感
じ
た
と

き
に
入
居
出
来
る
施
設
と
し
て
様
々

な
高
齢
者
施
設
が
あ
り
ま
す
。
自
分

に
見
合
っ
た
終
の
住
処
を
見
つ
け
る

方
法
を
学
び
ま
す
。
日
時
=
1
2
月

9
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0

分

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
イ
ア

内

容
=
様
々
な
高
齢
者
施
設
の
内
容
・

費
用
・
入
居
方
法
の
違
い
や
現
状
/

選
択
す
る
際
の
留
意
点
/
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
現
状
ほ
か

講
師
=
池
田
恵

利
子
氏
(
社
会
福
祉
士
)

定
員
=
7
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
8
回
マ
イ
タ
ウ
ン
就
職
面
接
会

足
立
・
荒
川
区
内
の
企
業
約
3
0社

が
参
加
し
、
そ
の
場
で
人
事
担
当
者

と
面
接
が
出
来
ま
す
。
日
時
=
1
1

月
2
0日
困
、
午
後
1
時
～
4
時

※

受
け
付
け
は
午
後
O
時
3
0分
か
ら

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

※
何

社
で
も
面
接
出
来
ま
す
。
複
数
の
履

歴
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
企
画
調
整
部

門

啻
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

区
・
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

地
下
鉄
8
号
線
促
進
大
会

国
は
、
平
成
1
2年
の
運
輸
政
策
審

議
会
答
申
第
1
8号
で
、
地
下
鉄
8
号

線
を
、「
目
標
年
次
(
2
7年
)
ま
で
に

整
備
着
手
す
る
こ
と
が
適
当
な
路

線
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
整
備
計
画
区
間
を
「
豊
洲
～

亀
有
～
野
田
市
」と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
区
内
(

西
用
水
沿
い
)
を

通
る
よ
う
、
都
や
国
に
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

の
力
強
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
=
1
1
月
肬
日
収
午
後
2
時
～

3
時

場
所
=
中
川
小
学
校

問
先
=

交
通
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
6

第
1
6回
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
&
あ
た
ち
ま
ち
づ

く
り
ト
ラ
ス
ト
講
演
会

「
住
民
自
ら
が
実
践
す
る
あ
だ
ち

の
ま
ち
づ
く
り
～
成
熟
社
会
に
お

け
る
協
働
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
パ

ー
ト
2
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
区
内
で

活
動
す
る
3
団
体
が
「
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
と
住
民
の
力
」
を
発

表
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
区
民
と
の
協
働
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
会
場
の
皆
さ
ん
と
討
論
を

交
わ
し
ま
す
。
日
時
=
1
1
月
2
3日

㈱
、
午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
ま
ち
づ
く
り
功

労
賞
表
彰
/
ま
ち
づ
く
り
俳
句
・
川

柳
表
彰
/
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
活
動

発
表
会
(
ト
ラ
ス
ト
講
演
会
)
/

パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
/
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
フ
ム
官
】言

□
ま
ち
づ
く
り
俳
句
・
川
柳
パ
ネ
ル

展
の
開
催

「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
募
集
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
俳

句
・
川
柳
の
入
選
作
品
を
は
じ
め
、

全
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
期

間
=
H
月
1
7
日
～
2
4
日
場
所
=
区

役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

ー

い
ず
れ
も
I

問
先
=
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
3
3

区役所へは電車や
バスをご利用ください
11月・12月は、駐車場が特に

混雑します。来庁の際は、電車(
東武伊勢崎線梅島駅・五反野
駅) ・バス(都バス・東武バス・
コミュニティバスはるかぜ) な
どを利用し てください。 問先=
庁舎管理課業務係

S3880- 5826

て
る
丸
くん

通

信

第
8
回

区
の
名
物
と
し
て
、
春
は
サ
ク
ラ

や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
「
花
ま
つ
り
」、夏
は
「
足
立
の
花

火
大
会
」、秋
は
「
あ
だ
ち
区
民
ま
つ

り
」
が
あ
り
ま
す
が
、
冬
に
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

寒
い
冬
に
、皆
さ
ん
が
楽
し
め
て
、

暖
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る

も
の
、
そ
し
て
、
新
し
い
冬
の
風
物

詩
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
考
え

ら
れ
た
の
が
、
足
立
を
明
る
く
照
ら

す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
今

ま
で
、
区
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
が
千
住

地
域
に
多
い
こ
と
か
ら
、
区
の
北
の

玄
関
口
で
あ
る
竹
ノ
塚
駅
に
近
い
元

渕
江
公
園
を
メ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、「
光
の
祭
典
」
は
、
区

制
7
0周
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
の

で
す
。

区
は
、
各
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
、
皆
さ
ん
と
共
に
創
り
あ
げ
、

心
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
光

の
祭
典
」
が
区
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
し
、
足
立
の
未
来
が
明
る

く
輝
く
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

1
9一月
1
2日
か
ら
2
5日
ま
で
元
溯
江

公
園
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
「
光

の
祭
典
2
0
0
3

」
は
、
ま
た
昨
年

と
は
一
味
違
う
と
の
う
わ
さ
も
・
…
　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。
問
先
=
区
・
観
光
協
会

(経
済
観
光
課
内
)

日
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

映像広
報 制作だ より

今回 の番組では、総合型地域 スポ ーツ クラブ　

「KI T クラ ブ21 」 に次いで、綾瀬地区に6 月

誕生し たばかりの総合型地域クラブ 「ASC ク

ラブ」を紹介し ます。

クラブ の運営や 事業を全て地域 の皆さんが主

体となって行っています。そこでは スポ ーツに

文化 事業にと、大人も子どももー体 とな って楽

しく 活動してい ます。

地域主 体のクラブ の良 いところ は、手軽にだ

れでも 会員になれ、しかも自由にプログラムが

選べるこ と。カルチ ャーセンタ ーや スポ ーツ ク

ラブ に興味のあ る方、クラブに参加して楽し み

を 見つけてみませんか。 《広報課》

「情 報 キャッチ 好きで す。あ だち」放 送予定
足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレピ足立9CH)

※ 1 日3 回放送(午前9 時30分、午後O 時30分、午後9 時30分)

光の祭典2003参加者募集
□ アキラちゃんの森を作ろう

イメージキャラクター、もみの木の「アキラちゃん」
をかわいらしく飾り付けてくれる方を募集します。も
みの木と電源は協会で負担しますが、屋外用電飾およ
び装飾用品は各自で用意してください。
後日、希望者はもみの木を持ち帰れます。家族、学

校、幼稚園などの団体で申し込んでください。 日時=12
月13日倒、午後2 時 場所= 元渕江公園 定員=20

組( 抽選) 申込= 往復ハガキに代表者の住所、氏
名、年齢、電話番号、参加人数と年齢構成、「アキラ
ちゃんコンテスト」を明記 ※ 返信ハガキの表に代表
者の住所、氏名を必ず記入
□ 妖精たちのパレード

光の祭典2003のテーマにちなんだ「妖精たちのパレ
ード」を開催します。
妖精たちが年に1 回、楽しみにしているお祭りに元
渕江公園へ集います。みんなで妖精になって、音楽に
合わせてダンスをしながら、会場までのパレードに参

加しませんか。団体での参加も大歓迎です。 日時=12
月20日出、午後5 時 場所= 竹ノ塚駅から元渕江公

園 申込= 往復ハガキに代表者の氏名、年齢、住所、
電話番号、参加者人数、「光の祭典パレード」を明記

※ 返信ハガキの表に代表者の住所、氏名を必ず記入。
事前説明会を予定しています。小学生以下のお子さん
が参加する場合は、保護者の同伴が必要です

ー いずれも一
期限=11 月25日必着 申・問先= 区・観光協会( 経済
観光課内) 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

7? ' 3880- 5853

掲
示
板

□
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
日
時
=
H
月
2
2
日
倒
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
内
容
=
夫

や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
/
職
場

や
学
校
な
ど
で
の
セ
ク
(
ラ
/
つ
き

ま
と
い
ほ
か

問
先
=
東
京
都
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
特
設
電
話
相
談

豐
(
5
2
1
3
)
1
3
6
Q
V

□
社
会
福
祉
法
人
あ
し
な
み
設
立
記

念
式
典

法
人
の
設
立
を
記
念
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。「
あ
し
な
み
」
は

区
内
初
の
精
神
障
害
者
の
小
規
模
授

産
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

で
す
。

日
時
=

‥
1
1
1
1

一
月
2
6
日
㈲
、午
後
2

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
=

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

問
先
=

ア
ト
リ

エ
ほ
っ
と
・
し
か
は
ま

豐
(
3
8
5
5
)
6
1
3

″
D

□
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ

ー
・
相
談
会

日
時
=
H
月
1
6
日
脚
、
午
後
1
時
3
0

分
～
午
後
5
時
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
イ
ア

定
員
=
7
2
人

申
・
問
先
=

足
立
区
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
・

岡
田

豐
(
5
6
8
1
)
7
3
7
6

□
自
衛
隊
生
徒
募
集

期
間
=
H
月
4
日
～
1
6
年
1
月
6
日
　

(必
着
)

試
験
日
=
1
6
年
1

月
1
0

日
出

対
象
=
1
6
年
4

月
1

日
現

在

、
1
5
歳
以
上
1
7
歳
未
満
の
男
子

申
・
問
先
=

自
衛
隊
足
立
募
集
事
務

所

豐
(
3
8
8
1
)
8
0
9
6
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区税は期限内に納めてください
区
税
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
大
切
な
自
主
財
源
で
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
滞
納
し
て
い

る
税
金
を
徴
収
す
る
た
め
に
、
貴
重
な
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
費
を
節
減

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
税
金
は
期
限
内
に
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

税
金
の
使
い
道

住
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
健
康
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
区
市
町
村
な
ど
の

地
方
自
治
体
は
、
生
活
の
す
み
ず
み

ま
で
広
い
範
囲
に
わ
た
り
、
様
々
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
の
資
金

と
な
る
の
が
税
金
で
す
。

こ
の
資
金
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が

出
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
中
で
も
住
民
税
は
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
に
身
近
な
関
わ
り
を
持

つ
区
の
仕
事
に
必
要
な
費
用
を
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
そ
の
能
力
に
応
じ
て

分
担
し
合
う
と
い
う
性
格
の
も
の
で

す
。
税
金
は
、
教
育
・
福
祉
・
清
掃

事
業
な
ど
区
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

(図
)
。

期
限
を
守
っ
て

正
し
く
納
付
を
!

1
4年
度
決
算
で
は
、
約
4
6億
円
の

税
金
が
滞
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
民
一
人
ひ
と
り
の
公
平
性
を
保

ち
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
、
区
税
の
納
め
忘
れ
が
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

□
徴
収
を
強
化
し
て
い
き
ま
す

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
電

話
や
文
書
に
よ
る
催
告
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
▽
訪
問
徴
収
・
:直
接

滞
納
者
宅
を
訪
問
し
、
納
税
の
催
促

を
行
い
ま
す

▽
自
動
電
話
催
告
シ

ス
テ
ム
…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
自
動

的
に
電
話
を
か
け
、
オ
ペ
レ
ー
タ
が

未
納
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す

▽
夜

間
・
休
日
電
話
催
告
シ
ス
テ
ム
…
日

中
・
平
日
不
在
の
方
に
、
電
話
に
よ

る
催
告
を
行
い
ま
す

▽
休
日
訪
問

徴
収
・
電
話
催
告
・
:平
日
不
在
の
方

に
、
休
日
に
訪
問
し
納
税
の
催
告
や

徴
収
を
し
ま
す

▽
財
産
の
差
し
押

さ
え
…
納
付
意
思
の
な
い
滞
納
者
に

対
し
て
は
、預
貯
金
や
、不
動
産
な
ど

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す

▽
公

売
…
財
産
を
差
し
押
さ
え
て
も
完
納

に
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
電
話
加
入

権
や
不
動
産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

※
1
5年
度
も
‥
H月
2
6日
㈲
に
不
動
産

の
公
売
を
行
う
予
定
で
す

納
税
に
困
っ
た
ら

病
気
や
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
失
業
な

ど
に
よ
り
、
納
付
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
放
置
し
て
お
く
と
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
、
大
き
な
滞
納
額
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
納
税
に
困
っ

た
ら
、
早
め
に
納
税
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は

納
税
第
丁

第
二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

図　区税の主な使い道

民 生 費

高齢者や障害者などの福
祉施策に要する経費/ 保
育園やりi l童館・学童保育室
の運営経費/ 生 活保護に
要する経費など

教育費
就学援助/ 学校や図
書館などの整備・運営
経費/ 地域学習・生涯
学習の推進経費など

環境衛生費
各種検診・予防接種/
健康あだち21の推進/
ごみの収集/ リサ
イクル推進/ 公害対
策など

総 務費
災害対策/ 交通安全・
自転車対策/ 町会・自
治会活動の助成など

土木費
道路・公園などの
整備や管理/ 市街
地再開発/ 防災都
市づくりなど

産 業 経 済費

` 商店街活性化支援/緊急

地域雇用創出特別補助事

業/ 中 小企業融資など,

公債費
国や銀行から借
りたお金の返済
に充てる経費

休 日 納 税 相 談
平日来庁できない方のために、毎月第4
日曜日( 12月のみ第3 日曜) に納税相談

を行っています。この日は、国民健康保険
料と介護保険料の納付相談も行います。
今月は11月23日例に行います。 場所=
区役所 問先= 納税第一・第二係

TT3880―5236・7
こくほ年金課納付相談係TT3880 ―5243
介護保険課収納管理係03880 ―5744

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 魯3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分　

??3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

み
んなの笑顔 も 大 豊作

秋
晴
れ
の
1
0月
2
6日
、
都
市
農
業
公
園

で

「
秋
の
収
穫
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
内
の
畑
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
が

体
験
で
き
、
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り

当
て
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
、「
こ
れ
が

毎
年
の
楽
し
み
。帰
っ
て
ホ
ク
ホ
ク
の
お

イ
モ
を
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
ケ
参
加
者

み
ん
な
の
笑
顔
も
サ
ツ
マ
イ
モ
に
負
け

な
い
く
ら
い
「
ホ
ク
ホ
ク
顔
」
で
し
た
。

ほ
ら
見
て
I・

大
き
い
お
イ
モ
が
掘
れ
た
よ

▲ 新鮮野菜の直売も行われ、
買い求める人で大盛況

忍者ワールドへようこそ!
- 西 保木間児童館 一

10月26 日、子どもたちと地域の人たちの手作り

のまつり「西保木問みんなのお まっ り」が開催さ

れ、1, 000人以上が楽しみました。

今年のテーマは「忍者」。会場を忍者屋敷に見立

て、お殿様やお姫様も登場しました。

場内には「くぐりぬけの術」や「積み上げの術」、

「竹とびの術」など、ユニークなゲームコーナー

が出店して、子どもたちはいろいろな“ 修行" を
楽し みながら体験していました。

▲ 門をくぐると、そこ
は忍者屋敷

忍
法
積
み
上
げ
の
術
。い
く
つ
積
め
る
か
な
?

大
切
な
家
族
の
一
員
だ
か
ら

き
ち
ん
と
し
つ
け
た
い

犬
が
ほ
え
た
り
、
か
ん
だ
り
し
て
他
人
に
け

が
を
さ
せ
る
な
ど
、

飼
い
主
の
し
つ
け

が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

犬
と
の
接
し
方

を
見
直
し
て
も
ら

お
う
と
、
1
0月
2
0

日
、第
一
中
学
校
で

「
英
国
式
犬
の
し

つ
け
方
教
室
」が
行

わ
れ
、約
2
0
0人
が
参

加
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
調
教
の
勉
強
を
し
た
講
師
が
、

散
歩
の
仕
方
や
犬
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
な
ど
を
指
導
。
犬
の
し
つ
け
に
は
。

「
犬
の
本
能
・
習
性
を
理
解
す
る
」
「
家
族
と

同
様
の
愛
情
を
持
っ
て
保
護
す
る
」
こ
と
が
大

切
と
し
、「
犬
と
飼
い
主
の
信
頼
関
係
が
大
切
。

根
気
よ
く
し
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
結
び
ま
し

た
。
※
区
内
の
畜
犬
登
録
数
:
i

万
7
千
8
4

頭
(
1
4
年
度
)

飼
い
主
と
の
信
頼
関
係

が
重
要
で
す
(
左
が
謹

師
)

▲ 最初は落ち着かな
かった犬も指導し
ていくうちに飼い
主に従いました

古紙配合率100% 再生紙を使用しています K. F287, 400


